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第
4
回　
定
例
会

会
期
令
和
３
年
12
月
１
日
か
ら

12
月
22
日
（
22
日
間
）

条
例
の
一
部
改
正

議
案
第
73
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
改
正

　

本
庁
・
支
所
機
能
再
編
計
画
に

基
づ
く
本
庁
集
約
及
び
市
役
所
本

庁
の
増
築
庁
舎
開
庁
に
伴
う
行
政

組
織
の
整
備
を
図
る
た
め
、
課
名

及
び
分
掌
事
務
を
変
更
す
る
も
の

で
す
。

問　
大
隅・財
部
支
所
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
か
。

答　

総
合
窓
口
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
や
業
務
量
の
平
準
化
を

図
る
こ
と
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

改
善
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

意
見

子
ど
も
未
来
課
に
関
し
て
、

保
育
、福
祉
、発
達
障
が
い
等
に
つ
い

て
総
合
的
な
対
応
を
す
る
よ
う
に
。

議
案
第
74
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
福
祉
事
務
所
設
置
条
例
の

一
部
改
正

　

本
庁
・
支
所
機
能
再
編
計
画
に

基
づ
く
本
庁
集
約
及
び
市
役
所
本

庁
の
増
築
庁
舎
開
庁
に
伴
い
、
福

祉
事
務
所
を
財
部
支
所
か
ら
本
庁

に
移
転
す
る
た
め
、
所
在
地
の
住

所
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
75
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　

産
科
医
療
補
償
制
度
に
お
け
る

掛
金
の
額
が
１
万
６
０
０
０
円

か
ら
１
万
２
０
０
０
円
に
変
更

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
出
産
一

時
金
を
40
万
４
０
０
０
円
か
ら

40
万
８
０
０
０
円
に
改
正
す
る
も

の
で
す
。

問　
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
。

答　

国
が
３
分
の
２
、
市
が
３
分

の
１
を
負
担
す
る
。

議
案
第
78
号　
　
全
会
一
致　
可
決

曽
於
市
戸
別
浄
化
槽
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

財
部
地
域
の
市
町
村
設
置
型
合

併
浄
化
槽
の
新
設
が
令
和
３
年
度

で
終
了
す
る
こ
と
で
、
今
後
は
戸

別
浄
化
槽
の
維
持
管
理
の
継
続
と

既
設
浄
化
槽
の
譲
与
を
行
う
た
め

に
、
関
連
す
る
規
定
を
改
定
す
る

も
の
で
す
。

問

死
亡
な
ど
に
よ
り
休
止
中
の

浄
化
槽
へ
の
対
応
は
。

答　

現
在
休
止
中
が
１
４
３
基
あ

り
、
条
例
改
正
後
、
土
地
建
物
の

権
利
者
等
を
調
査
し
、
対
応
し
て

い
く
。

補
正
予
算

議
案
第
98
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
８
号
）

【
令
和
３
年
度
子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
（
先
行
給
付
金
）

支
給
事
業
】

　

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
（
先
行
給
付
金
）
支
給
事
業
を

２
億
４
４
０
６
万
円
追
加
す
る
も

の
で
す
。

議
案
第
90
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）

５
億
３
７
１
５
万
円
追
加

補
正
後
予
算

総
額　
２
８
８
億
８
６
７
６
万
円

歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
の
衛
生

費
国
庫
負
担
金
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
費
負
担
金
や
国
庫
補
助
金
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
、
県
支
出

金
の
農
林
水
産
業
費
県
補
助
金
の

活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災
営
農
対

策
事
業
費
補
助
金
等
の
追
加
が
主

な
も
の
で
す
。
市
債
は
、
総
務
債

の
庁
舎
増
改
築
事
業
費
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。
歳
出
は
、
庁
舎
整

備
事
業
費
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
事
業
費
、
中
小
企

業
者
事
業
継
続
支
援
金
等
の
追
加
、

健
康
増
進
事
業
費
や
農
業
・
農
村

活
性
化
推
進
施
設
等
整
備
事
業
費

の
減
額
が
主
な
も
の
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会（

岩
水  

豊
委
員
長
）

【
庁
舎
整
備
事
業
】

問　
本
庁
舎
増
築
事
業
に
伴
う
非

常
用
発
電
機
の
設
置
工
事
を
な
ぜ

早
期
に
発
注
す
る
の
か
。　

答　

発
電
機
の
部
品
の
調
達
に
時

間
を
要
す
る
た
め
で
あ
る
。

問　
河
川
監
視
シ
ス
テ
ム
を
市
民

も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
る

よ
う
に
で
き
な
い
か
。

答　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
仕
様
の
中

で
検
討
す
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
上
村  

龍
生
委
員
長
）

【
生
活
保
護
総
務
費
】

問　
国
へ
の
還
付
金
が
８
２
７
０

万
円
と
多
い
理
由
は
。
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答　

被
保
護
世
帯
の
高
齢
化
が
進

み
亡
く
な
っ
た
世
帯
な
ど
が
増
え

29
人
減
少
し
て
世
帯
数
も
減
少
し

て
い
る
。

意
見　
生
活
困
窮
者
で
国
民
年
金

額
が
生
活
保
護
の
要
否
判
定
で
１

０
０
０
円
高
か
っ
た
た
め
保
護
否

と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
病
院
受
診
を
控
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
、
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い

人
が
い
る
。
救
済
措
置
を
考
え
て

ほ
し
い
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
事
業
費
】

問

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
傷
病

見
舞
金
の
１
人
３
万
円
の
内
容
は
。

答　

国
保
加
入
事
業
主
は
傷
病
手

当
が
な
い
た
め
、
一
般
財
源
か
ら

１
世
帯
６
万
円
を
限
度
額
と
し
て

感
染
さ
れ
た
方
に
見
舞
金
を
支
給

す
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
九
日  

克
典
委
員
長
）

【
思
い
や
り
ふ
る
さ
と
寄
附
金

推
進
事
業
】

問　
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
在
の
状

況
は
。

答　

例
年
よ
り
12
月
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
が
18
億
円
に
は
到
達
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

【
さ
つ
ま
い
も
経
営
継
続
緊
急

支
援
事
業
補
助
金
】

問

ど
の
よ
う
な
補
助
の
内
容
か
。

答　

基
腐
病
対
策
と
し
て
３
４
２

０
万
円
を
計
上
、
本
市
に
住
所
を

有
し
居
住
す
る
全
農
家
を
補
助
対

象
と
し
、
作
付
け
場
所
に
つ
い
て

は
市
内
外
問
わ
な
い
。

【
宅
地
関
連
等
災
害
復
旧
事
業
】

問

過
去
の
事
例
も
対
象
に
な
る

の
か
。

答　

事
前
着
工
し
て
い
な
け
れ
ば

対
象
に
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

議
案
第
91
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

普
通
交
付
金
返
還
金
の
追
加
等

に
よ
る
も
の
が
主
な
も
の
で
す
。

問

繰
越
金
は
例
年
に
比
べ
て
ど

う
か
。

答

約
２
０
０
０
万
円
の
減
に
な

る
。
ま
た
、
来
年
度
の
医
療
費
は
前

年
比
ほ
ぼ
同
額
、
法
定
外
繰
入
金
は

今
年
度
と
同
額
程
度
の
約
２
億
５

０
０
０
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

議
案
第
93
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

予
備
費
等
の
追
加
に
よ
る
も
の

が
主
な
も
の
で
す
。

問　
介
護
保
険
歳
出
の
伸
び
と
令

和
２
年
度
の
繰
越
金
は
７
１
４
９

万
円
で
あ
る
が
例
年
と
比
較
し
て

ど
う
か
。

答　

伸
び
は
２
％
程
度
で
あ
り
、

令
和
元
年
度
の
繰
越
金
は
８
６
７

９
万
円
で
あ
る
。

問　
伸
び
て
い
る
給
付
費
は
。

答　

令
和
２
年
度
実
績
で
は
、
施

設
介
護
給
付
費
と
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
給
付
費
の
通
所
介
護
費
が
伸

び
て
い
る
。

議
案
第
95
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

深
川
地
区
水
道
管
破
損
事
故
に

よ
る
示
談
に
伴
う
損
害
賠
償
金
受

入
れ
の
た
め
、
収
益
的
収
入
に
つ
い

て
、
雑
収
益
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
96
号　
　
全
会
一
致　
可
決

令
和
３
年
度
曽
於
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

落
雷
事
故
に
伴
う
雑
収
益
及
び

修
繕
費
の
追
加
が
主
な
も
の
で
す
。

問　
落
雷
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
修

繕
が
あ
っ
た
の
か
。

答　

５
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
の

落
雷
事
故
で
、
水
源
地
取
水
ポ
ン

プ
や
配
電
盤
等
に
多
大
な
被
害
を

受
け
、
部
品
の
取
替
等
の
修
繕
が

必
要
に
な
っ
た
。

人
事
関
係

同
意
案
第
３
号　
賛
成
多
数　
同
意

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

長
野  

か
お
り
氏　
56
歳  

再
任

（
曽
於
市
財
部
町
南
俣
）

※
任
期
は
令
和
３
年
12
月
27
日
か

ら
４
年
間
で
す
。

同
意
案
第
４
号　
賛
成
多
数　
同
意

監
査
委
員
の
選
任

野
村  

行
雄
氏　
　
74
歳  

再
任

（
曽
於
市
大
隅
町
中
之
内
）

※
任
期
は
令
和
４
年
１
月
１
日
か

ら
４
年
間
で
す
。

3 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。



同
意
案
第
５
号
・
６
号
賛
成
多
数　
同
意

副
市
長
の
選
任

八
木  
範
氏　
　
72
歳　
再
任

(
曽
於
市
大
隅
町
月
野
）

大
休
寺  

拓
夫
氏　
65
歳　
再
任

（
曽
於
市
末
吉
町
南
之
郷
）

※
任
期
は
令
和
３
年
12
月
25
日
か

ら
４
年
間
で
す
。

指
定
管
理
の
指
定

議
案
第
87
号　
　

可　
決

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
曽
於
市
養
護
老
人
ホ
ー
ム
清
寿
園
）

　

今
回
の
公
募
に
よ
る
応
募
者
数

は
２
者
で
あ
り
、
指
定
管
理
選
定

委
員
11
名
中
９
名
に
よ
る
選
定
基

準
・
評
価
に
よ
り
社
会
福
祉
法
人

ス
マ
イ
リ
ン
グ
・
パ
ー
ク
を
選
定

し
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

問　
こ
れ
ま
で
市
内
の
事
業
者
に

よ
る
指
定
管
理
で
あ
っ
た
が
、
今

回
市
外
の
事
業
者
に
よ
る
提
案
で

あ
る
が
、
特
段
の
理
由
が
あ
る
の

か
。

答　

各
選
定
委
員
の
評
価
の
集
計

に
よ
る
結
果
で
あ
る
。

問　
選
定
基
準
や
選
定
結
果
は
。

答　

選
定
基
準
は
内
規
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
選
定
の
際
は
業
者
か

ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
質

疑
応
答
、
提
出
さ
れ
た
計
画
書
等

を
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
が
選
定
基
準

表
に
基
づ
い
て
優
劣
を
判
断
し
、

集
計
し
た
結
果
、ス
マ
イ
リ
ン
グ
・

パ
ー
ク
が
候
補
者
に
な
っ
た
。

問

選
定
の
透
明
性
を
確
保
す
る

た
め
、
応
募
事
業
者
へ
選
定
基
準

の
事
前
公
表
や
選
定
結
果
の
公
表

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

今
後
検
討
し
た
い
。

賛
成
討
論

土
屋  

健
一
議
員

　

８
月
の
公
募
か
ら
受
付
・
審
査
・

決
定
ま
で
、
事
務
的
な
問
題
は
無

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
審
査
結
果

は
、
９
人
の
選
定
委
員
中
７
人
が

社
会
福
祉
法
人
ス
マ
イ
リ
ン
グ
・

パ
ー
ク
を
選
定
し
、
２
人
が
同
点

の
結
果
で
あ
る
。
９
人
の
評
価
点

数
は
現
在
の
指
定
管
理
者
が
５
８

３
点
、
ス
マ
イ
リ
ン
グ
・
パ
ー
ク

が
６
５
７
点
で
あ
り
、
74
点
の
差

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
現
在
、
定

員
50
人
に
対
し
て
入
所
者
は
33

人
。
あ
ま
り
に
も
入
所
者
不
足
で

あ
る
。
今
般
の
議
決
に
お
い
て
、

清
寿
園
の
新
し
い
環
境
が
構
築
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
、賛
成
す
る
。

徳
峰
一
成
議
員

　

今
回
の
こ
の
清
寿
園
に
つ
い
て

も
私
を
含
め
て
か
な
り
多
面
的
な

深
い
議
論
が
さ
れ
、
結
果
的
に
市

と
し
て
も
改
善
の
方
向
で
検
討
し

た
い
と
い
っ
た
答
弁
で
あ
っ
た
と

理
解
し
、
賛
成
で
あ
る
。

原
田  

賢
一
郎
議
員

　

各
選
定
委
員
の
評
価
・
結
果
に

基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
結

果
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。
市
内
の
業
者
を
育
て

る
べ
き
と
い
う
こ
と
に
異
論
は
な

い
が
、
今
回
の
審
査
結
果
を
見
る

限
り
、
両
者
の
評
価
が
拮
抗
、
若

し
く
は
同
点
で
あ
れ
ば
、
市
内
業

者
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
が
、
評

価
の
差
が
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ

る
。
ま
た
今
回
の
事
務
的
な
ミ
ス

も
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
が
、
選
定

委
員
会
の
評
価
を
こ
の
こ
と
で
大

き
く
覆
す
も
の
で
は
な
い
と
思

う
。
入
所
者
の
生
活
環
境
が
良
く

な
る
こ
と
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

健
全
な
運
営
が
な
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
も
の
と
確
信
し
、
賛

成
す
る
。

反
対
討
論

渡
辺  

利
治
議
員

　

本
来
な
ら
ば
指
定
管
理
者
選
定

委
員
会
に
お
い
て
選
考
さ
れ
、
議

会
の
議
決
を
得
た
後
に
、
当
該
事

業
者
に
通
知
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、

議
会
に
諮
ら
ず
、
指
定
管
理
者
を

決
定
し
、
合
否
ま
で
市
長
名
で
通

知
し
て
い
た
点
は
議
会
合
議
制
を

崩
壊
さ
せ
、
二
元
代
表
制
の
言
葉

す
ら
失
わ
さ
せ
る
逸
脱
し
た
行
為

で
あ
る
。
委
員
長
報
告
に
も
あ
っ

た
よ
う
に
、「
4
月
に
間
に
合
わ

な
い
の
で
は
。」
と
い
う
意
見
も

出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明

ら
か
に
執
行
部
の
ミ
ス
で
あ
り
、

や
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
や
っ

た
わ
け
で
す
か
ら
、
や
り
直
す
べ

き
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

大
川
内  

冨
男
議
員

　

指
定
管
理
者
の
公
募
で
市
内
に

応
募
す
る
事
業
者
が
無
い
場
合
は

致
し
方
な
い
と
し
て
も
市
内
に
実

績
の
あ
る
事
業
者
か
ら
応
募
が
あ

れ
ば
、
こ
れ
は
優
先
し
て
育
て
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
選
定
委
員
に

は
外
部
委
員
を
導
入
す
る
こ
と

を
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
し
か
し
私
は
、
全
て
を
外
部

の
委
員
に
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
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え
る
。
ま
た
、
指
定
管
理
料
は
年

間
約
１
億
円
で
あ
り
、
３
年
間
で

約
３
億
円
の
大
き
な
事
業
料
と
な

る
。
市
内
業
者
に
指
定
管
理
を
依

頼
す
れ
ば
、
そ
の
お
金
を
市
内
で

還
流
さ
せ
て
、
関
連
業
者
も
そ
の

恩
恵
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
反

面
、
私
ど
も
議
員
各
位
も
議
会
の

権
能
と
は
何
か
を
再
度
確
認
し
、

是
は
是
、
非
は
非
と
し
っ
か
り

判
断
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
私
は
こ
の
議
案
は
非
と
判

断
し
反
対
す
る
。

政
治
倫
理
審
査
会

　

令
和
３
年
９
月
10
日
、
住
み
よ

い
曽
於
市
を
創
る
市
民
の
会
の

事
務
局
で
あ
る
野
村
耕
一
氏
よ

り
、
令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
の

今
鶴
治
信
議
員
の
市
長
の
政
治
姿

勢
を
問
う
一
般
質
問
の
内
容
に
つ

い
て
、
曽
於
市
議
会
議
員
政
治
倫

理
条
例
の
第
６
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
審
査
請
求
書
と
審
査
請
求
書

名
簿
（
８
３
５
名
分
）
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
曽
於
市
議
会

議
員
政
治
倫
理
条
例
の
第
６
条
第

２
項
で
、
署
名
簿
に
署
名
さ
れ
た

方
は
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
10
月
１
日
に
曽
於

市
選
挙
管
理
員
会
へ
署
名
簿
の
確

認
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
10
月
15
日

付
で
選
挙
管
理
委
員
会
よ
り
回
答

が
あ
り
、
８
３
５
名
中
６
５
９
件

の
署
名
が
有
効
で
あ
る
旨
の
記
載

が
あ
り
、
審
査
請
求
が
有
効
で
あ

る
こ
と
か
ら
政
治
倫
理
審
査
会
を

設
置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
22
日
に
は
、
第
１
回
政
治

倫
理
審
査
会
が
開
催
さ
れ
11
月
25

日
に
は
、
審
査
請
求
者
で
あ
る
住

み
よ
い
曽
於
市
を
創
る
市
民
の
会

事
務
局
の
野
村
氏
と
被
審
査
議
員

で
あ
る
今
鶴
議
員
の
出
席
を
求
め
、

意
見
聴
取
を
行
う
た
め
の
審
査
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
会
で

は
、
５
名
の
委
員
に
よ
る
審
査
が

行
わ
れ
、
審
査
の
結
果
、
①
被
審

査
議
員
の
質
問
の
文
言
に
一
部
不

適
切
な
表
現
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
一
般
質
問
の
範
囲
内
で
あ
る
。

②
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
審
査
請
求
者
か
ら
証
拠
が
全

く
示
さ
れ
て
い
な
い
。
と
の
こ
と

か
ら
、
同
条
例
第
８
条
第
４
項
そ

の
他
の
措
置
に
お
い
て
不
問
と
す

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
審
査
会
で
は
、
今
後
も
議

員
全
員
が
条
例
第
３
条
第
１
項
第

１
号
の
議
員
の
品
位
と
名
誉
を
損

な
う
行
為
に
よ
り
、
市
民
の
議
会

に
対
す
る
信
頼
を
損
ね
な
い
よ
う

遵
守
す
る
こ
と
の
確
認
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
受
け
て
、
11
月
30

日
に
全
員
協
議
会
で
全
議
員
に
審

査
結
果
を
報
告
し
、
審
査
請
求
者

と
被
審
査
議
員
へ
も
審
査
結
果
通

知
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

議案番号 施設名 管理者名 指定管理期間 議決結果

87 曽於市養護老人
ホーム清寿園

（福）スマイリング・
パーク

令和４年４月１日～
令和７年３月 31 日

可決
（賛成10、反対９）
無記名投票

88

曽於市立図書館
曽於市立図書館
大隅分館
曽於市立図書館
財部分館

シダックス大新東
ヒューマン
サービス（株）

令和４年４月１日～
令和７年３月 31 日 可決

89

末吉歴史民俗資
料館
大隅郷土館
財部郷土館

シダックス大新東
ヒューマン
サービス（株）

令和４年４月１日～
令和７年３月 31 日 可決

指定管理一覧表

議決結果一覧
久長議員は議長のため、表決には参加しない。
賛成「○」。賛成者のみを諮る表決方法であるため，賛成者以外
（反対者・態度保留者・棄権者等）は「●」としている。

山
中

雅
人

出
水

優
樹

瀬
戸
口　
恵
理

矢
上

弘
幸

片
田

洋
志

重
久

昌
樹

鈴
木

栄
一

上
村

龍
生

岩
水

豊

渕
合

昌
昭

今
鶴

治
信

九
日

克
典

土
屋

健
一

原
田　
賢
一
郎

山
田

義
盛

大
川
内 
冨
男

渡
辺

利
治

迫

杉
雄

徳
峰

一
成

結

果

議
案 第 88号

指定管理者の指定について
（曽於市立図書館，曽於市
立図書館大隅分館及び曽於
市立図書館財部分館）

〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 可
決

議
案 第 89号

指定管理者の指定について
（末吉歴史民俗資料館，大
隅郷土館及び財部郷土館）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 可
決

議　案
議員名

私はこう判断しました 賛否の別れた議案です。

5 ☆定例会とは年 4回定例的に開かれる会議で、曽於市では、3月・6月・9月・12 月に開催します。



市政を問う 一般質問
9名の議員登壇

1．上
かみ
村
むら

龍
たつ
生
お

（創政会） ……………………………………………………… P7
○介護保険料の引下げ　　○庁舎建設事業　　〇市長の政治姿勢

2．渡
わた
辺
なべ

利
とし
治
はる
 （創政会） ……………………………………………………… P8

○※サツマイモ基腐病対策　　○有害鳥獣対策

3．徳
とく
峰
みね

一
かず
成
なり

（日本共産党） ………………………………………………… P9
○高すぎる介護保険料は引下げを　　○イノシシ・※サツマイモ基腐病対策の取り組み強化を
○学校活動支援員の増員と取り組み強化を　

4．迫
さこ
杉
すぎ
雄
お

（無所属） …………………………………………………………P10
○南九州畜産獣医学拠点事業　　○農畜産業振興　　〇コミュニティ協議会　

5．瀬
せ
戸
と
口
ぐち

恵
え
理
り
（れいわ会） …………………………………………………P11

○子ども・子育て支援事業計画　　○インターネットを活用した広報

6．今
いま
鶴
づる

治
はる
信
のぶ
（創志会） ………………………………………………………P12

○※サツマイモ基腐病　　○市道・農道の排水処理　　○農業公社

7．渕
ふち
合
あい

昌
まさ
昭
あき

（創志会） ………………………………………………………P13
○農業振興　　○健康診断　　○ふるさと納税　　

8．山
やま
中
なか

雅
まさ
人
と
（れいわ会） ……………………………………………………P14

○曽於市の経済成長率　　○スポーツ施設の整備　　○コロナに負けるな！まごころ曽於市お届け便　　　

9．岩
いわ
水
みず

豊
ゆたか
（新生会） …………………………………………………………P15

○令和４年度予算編成　　○会計年度任用職員の採用・待遇

※（　　）内は会派または政党名を記載しています

一般質問とは議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。

◆令和３年12月15日

◆令和３年12月14日

※ サツマイモ基腐病はカビ（糸状菌）が原因で
サツマイモの腐敗や葉・茎が枯れる病気です。
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上上
かみかみ

村村
むらむら

　龍龍
たつたつ

生生
おお

（創政会）（創政会）

介護保険料の
引き下げが必要

市長／令和５年度までは保険料に変更
はない

一般質問の様子

介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ

問　
市
民
の
中
で
、
特
に

高
齢
者
等
の
国
民
年
金
生

活
者
の
方
々
の
介
護
保
険

料
負
担
率
が
高
く
て
、
生

活
が
非
常
に
苦
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
実
態
が
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
料
は
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
を

行
っ
て
い
る
が
、
介
護
保

険
料
も
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
を
行
い
、
介
護
保
険

料
の
引
き
下
げ
を
図
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長　

介
護
保
険
制
度
も

設
立
か
ら
20
年
経
過
し

色
々
な
問
題
が
生
じ
て
い

る
が
、
現
在
第
８
期
計
画

が
進
行
中
で
あ
り
、
令
和

５
年
度
ま
で
は
現
在
の
保

険
料
に
変
更
は
な
い
。

庁
舎
建
設
事
業

問

今
年
11
月
に
あ
る
市

民
の
方
か
ら
、
末
吉
本
庁

舎
の
耐
震
化
は
無
く
危
険

な
の
に
上
村
議
員
は
何
故

耐
震
化
を
有
す
る
本
庁
舎

増
築
に
反
対
し
た
の
か
と

い
う
問
い
合
わ
せ
を
い
た

だ
い
た
。

　
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い

て
は
、
選
挙
戦
が
終
わ
り

一
応
の
決
着
が
つ
い
た
も

の
と
考
え
て
い
る
が
、
当

時
私
は
、
現
在
の
末
吉
本

庁
舎
は
耐
震
補
強
工
事
が

終
わ
り
安
全
で
あ
り
、
財

部
・
大
隅
両
支
所
か
ら
の

機
能
統
合
は
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
り
必
要
な
く
、

末
吉
本
庁
舎
増
築
は
必
要

な
い
と
主
張
し
て
い
た
。

　
こ
れ
に
関
連
し
て
、
共

産
党
前
議
員
の
今
年
３
月

議
会
の
議
会
報
告
ビ
ラ
に

耐
震
性
の
な
い
本
庁
舎
・

両
支
所
庁
舎
建
設
と
の
記

述
が
あ
り
、
市
民
は
こ
れ

を
読
み
誤
解
し
た
恐
れ
が

あ
る
。
市
民
へ
の
悪
質
な

誘
導
で
は
な
い
か
。
現
在

の
本
庁
舎
の
耐
震
性
に
つ

い
て
市
長
か
ら
の
説
明
を

求
め
た
い
。

市
長　

本
庁
舎
は
令
和
元

年
度
に
耐
震
補
強
工
事
が

終
わ
り
安
全
で
あ
る
。建設中の本庁増築庁舎

市
長
の
政
治
姿
勢

問

市
長
選
前
の
市
長
・

両
副
市
長
に
よ
る
事
業
所

訪
問
時
の
後
援
会
加
入
・

寄
付
依
頼
文
書
入
り
封
筒

手
渡
し
に
つ
い
て
、
地
位

利
用
・
寄
付
依
頼
禁
止
違

反
で
は
な
い
か
と
疑
念
を

持
つ
市
民
が
お
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
道
義
的

責
任
を
感
じ
な
い
か
。

市
長　

今
後
混
乱
を
招
か

な
い
よ
う
に
し
た
い
。

ちょっとひとりごと

介護保険料の早期の
引き下げを！

7 ☆議員が議案について賛成・反対の意思表示をすることを ｢表決｣ といいます。
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サツマイモ基腐病対策
は死活問題である
早急な支援を！！
市長／調査していない。
　　　…したいと思う。

渡渡
わたわた

辺辺
なべなべ

　利利
としとし

治治
はるはる

（創政会）（創政会）
一般質問の様子

ちょっとひとりごと

支援はいつ？
今でしょう！！

問

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病

対
策
に
つ
い
て
の
現
状
と

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

次
の
と
お
り
で
あ

る
。

問

被
害
農
家
の
気
持
ち

が
分
か
る
な
ら
早
急
な
支

援
策
を
出
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長　

国
・
県
と
相
談
す

る
。

問

被
害
芋
の
処
理
の
指

導
は
、
ど
う
し
て
い
る
の

か
。

１
万
２
０
０
０
円
支
援
し

て
も
合
計
金
額
に
差
異
は

な
い
の
で
支
援
す
べ
き
で

あ
る
が
、
考
え
ら
れ
な
い

か
。

市
長　

今
は
考
え
て
い
な

い
。

問

来
年
に
向
け
て
全
支

援
金
を
上
げ
る
べ
き
で
あ

る
が
ど
う
か
。

市
長　

今
は
し
な
い
が
、

予
算
措
置
を
考
え
て
い
き

た
い
。

種芋蒸熱処理機による蒸熱消毒状況

有
害
鳥
獣
対
策

問

有
害
鳥
獣
対
策
へ
の

当
初
予
算
の
考
え
は
。

市
長　

国
の
鳥
獣
被
害
防

止
総
合
対
策
交
付
金
を
活

用
し
て
４
カ
所
で
総
延
長

１
万
１
３
０
０
ｍ
の
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
防
護
柵
を

設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。

問

猟
期
外
同
様
に
猟
期

内
も
捕
獲
手
当
を
支
給
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

本
年
度
か
ら
市
単

独
で
猟
期
内
も
支
払
う
。

市
長　

生
産
者
個
々
に
お

い
て
実
施
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

問

再
生
産
可
能
な
作
付

け
へ
の
対
策
は
。

市
長　

関
係
機
関
と
連
携

し
、
資
材
や
価
格
の
補
填

な
ど
の
取
組
を
進
め
る
と

と
も
に
、
実
証
成
果
な
ど

の
情
報
提
供
に
努
め
た
い
。

問

種
芋
蒸じ
ょ
う

熱ね
つ
処し
ょ
理り

機き

導

入
の
考
え
は
な
い
の
か
。

市
長　

効
果
が
検
証
さ
れ
、

必
要
と
な
れ
ば
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

10
ａ
当
た
り
３
０
０

０
円
の
補
助
の
根
拠
は
。

市
長　

農
薬
資
材
の
３
分

の
１
以
内
の
助
成
で
あ
る
。

問

商
工
業
は
今
回
も

減
収
２
割
以
上
で
20
万

か
ら
30
万
円
の
一
律
支

給
で
あ
り
、
農
家
へ
も

被害状況 被害割合（％） 被害面積（ha）
被害なし 9 103
2割未満 61 695
2割～4割 20 228
4割以上 10 114

※サツマイモの作付面積：1,140ha
※被害推定金額：2億 8,980万円
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徳徳
とくとく

峰峰
みねみね

　一一
かずかず

成成
なりなり

（日本共産党）（日本共産党）

高すぎる介護保険料は
引き下げを

市長／介護保険は、考えなければならな
い時期になっている。

一般質問の様子

問

今
年
３
月
の
14
・

７
％
の
大
幅
引
き
上
げ

で
、
65
歳
以
上
が
加
入

（
１
万
４
０
０
０
人
）
の

介
護
保
険
料
は
、
鹿
児
島

市
や
霧
島
市
よ
り
高
く

な
っ
た
。
年
金
収
入
の
１

割
以
上
が
介
護
保
険
料
の

市
民
は
６
３
４
人
に
の
ぼ

り
、
異
常
事
態
で
は
な
い

か
。
新
年
度
か
ら
、
引
き

下
げ
を
強
く
要
求
し
た
い
。

市
長　

介
護
保
険
の
財
政

が
厳
し
く
、
今
回
引
き
上

げ
に
踏
み
き
っ
た
。

問

国
民
健
康
保
険
は
こ

の
10
年
以
上
毎
年
一
般
会

計
か
ら
大
き
な
財
源
を
繰

入
れ
て
、
国
保
税
を
引
き

上
げ
て
い
な
い
。
一
方
介

護
保
険
の
繰
入
れ
は
０
円

で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
聞

き
た
い
。
引
き
下
げ
の
立

場
で
新
年
度
か
ら
弾
力
的

な
対
応
を
強
く
求
め
た
い
。

市
長　

考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
に
き
て
い
る

と
は
、
認
識
し
て
い
る
。

イ
ノ
シ
シ
・
サ
ツ
マ
イ
モ

基
腐
病
対
策
の
取
り
組
み

強
化
を

問

今
年
か
ら
イ
ノ
シ
シ

の
猟
期
期
間
も
駆
除
の
補

助
が
実
施
さ
れ
た
。
周
知

を
徹
底
し
て
頂
き
た
い
。

市
長　

今
後
広
報
等
で
、

周
知
を
図
り
た
い
。

問

基
腐
病
の
被
害
が
、

大
変
深
刻
で
あ
る
。
新
年

度
か
ら
取
り
組
み
強
化
の

予
算
項
目
を
つ
く
り
、
腰

を
据
え
て
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長　

そ
の
立
場
で
、
取

り
組
み
た
い
。

学
校
活
動
支
援
員
の
増
員

と
取
り
組
み
強
化
を

問

こ
の
間
予
算
が
カ
ッ

ト
さ
れ
、縮
小
し
て
い
る
。

学
力
向
上
を
目
指
す
立
場

で
、新
年
度
か
ら
取
り
組
み

の
強
化
を
強
く
求
め
た
い
。

市
長　

財
政
上
、
可
能
な

限
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た

い
。

教
育
長　

新
年
度
か
ら
、

末
吉
中
を
含
む
支
援
員
の

確
保
と
効
果
的
な
配
置
を

行
い
た
い
。

ちょっとひとりごと

今、市民にとって大事なの
は、介護保険料の引き下げ
と、サツマイモの基腐病対
策ではないでしょうか。

市　政 年　度 国民健康保険 介護保険料

五
位
塚
市
政

R3 ２億5,000万円 0円
2 １億6,900万円 0円
元 １億5,000万円 0円
H30 １億5,000万円 0円
29 １億5,000万円 0円
28 ２億5,000万円 0円
27 9,000万円 0円
26 1億2,000万円 0円

池
田
市
政

25 2億円 0円
24 8,000万円 0円
23 2億8,000万円 0円
22 8,871万円 0円

合　計 19億7,771万円 0円

「国民健康保険と介護保険」
一般会計からの繰入額

※ 介護保険も一般会計から繰入れて、
市民の負担を軽減する時期にきています。

9 一般質問とは議員が市政全般にわたり市の考えを問うものです。
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アジア初となる欧州
国際水準の獣医師育成
実践施設を
市長／国・県への事前相談を行ってい

る状況である。
迫迫
さこさこ

　杉杉
すぎすぎ

雄雄
おお

（無所属）（無所属）
一般質問の様子

ちょっとひとりごと

畜産獣医学拠点を全国
に発信し、財部の活性
化を目指すチャンスだ

問

開
設
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
、
曽
於
市
の

対
応
は
ど
う
で
あ
る
か
、

当
初
予
算
、
一
般
財
団
法

人
の
設
立
等
に
つ
い
て
伺

う
。

市
長　

令
和
３
年
度
は
地

方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金

の
事
業
採
択
に
向
け
て
、

国
・
県
へ
の
事
前
相
談
を

行
っ
て
い
る
。
国
は
、
今

国
会
で
補
正
予
算
成
立
を

目
指
し
て
お
り
、
本
市
で

も
３
月
議
会
に
向
け
た
対

応
を
検
討
し
て
い
る
。
一

般
財
団
法
人
の
設
立
に
向

け
て
は
、
令
和
４
年
度
中

の
設
立
を
検
討
し
て
い
る
。

拠点となる財部高校跡地

市
長　

種
芋
蒸
熱
処
理
滅

菌
と
苗
・
土
壌
の
消
毒
・

畑
の
排
水
対
策
の
徹
底
等

が
効
果
的
と
さ
れ
て
い
る
。

代
替
作
物
に
つ
い
て
は
、

輪
作
体
系
の
検
討
を
行
っ

て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
の
設
置
に
対
し
て
少
子

高
齢
化
が
進
む
地
域
の
実

情
と
今
日
ま
で
の
公
民
館

活
動
に
つ
い
て
の
対
応
を

ど
の
様
に
捉
え
て
い
る
の

か
。

市
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

維
持
す
る
こ
と
が
年
々
難

し
く
な
っ
て
い
く
状
況
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
希
薄
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
が
、
社

会
教
育
の
分
野
か
ら
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
、
公
民
館
よ
り
大

き
な
母
体
と
な
っ
て
、
地

域
の
全
て
の
方
を
対
象
に

活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
で
、
よ
り
多
く
の
方
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

と
れ
る
、
ふ
れ
あ
い
の
場

と
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

コミュニティ協議会設立の準備会

問

財
部
駅
か
ら
拠
点
施

設
ま
で
の
景
観
や
道
路
等

の
整
備
は
当
然
本
市
の
事

業
と
な
る
が
、
活
性
化
に

向
け
て
、
駅
と
市
街
地
と

拠
点
施
設
と
の
※
ス
マ
ー

ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
導
入
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長　

駅
か
ら
拠
点
施
設

ま
で
、
１
・
２
㎞
な
の
で
、

ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
導

入
の
条
件
に
適
う
た
め
関

係
機
関
と
連
携
し
、
導
入

を
模
索
し
た
い
。

※
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
、

交
通
・
移
動
を
変
え
る
新
た
な
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
総
称
の
こ
と
で
す
。

農
畜
産
業
振
興

問　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病

の
糸
状
菌
等
の
対
応
、
胞

子
発
芽
条
件
と
防
除
薬
剤

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
ど
う

対
応
さ
れ
る
か
、
ま
た
代

替
作
物
に
つ
い
て
の
対
応

は
。
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瀬瀬
せせ

戸戸
とと

口口
ぐちぐち

　恵恵
ええ

理理
りり

（れいわ会）（れいわ会）

ファミリーサポートセン
ター事業の早期設置を

市長／新設「こども未来課」のスタートにあわ
せて明確化できるように詰めていく。

一般質問の様子

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画

問

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

市
長　

令
和
３
年
度
か
ら

の
実
施
を
計
画
し
て
い
た

が
、
事
業
受
入
先
の
課
題

や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
実
施

に
至
ら
な
か
っ
た
。

問

都
城
市
の
よ
う
に
利

用
料
の
補
助
を
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

市
長　

検
討
し
て
い
く
。曽於市の公式ホームページからも閲覧できます。

問

令
和
４
年
10
月
予
定

「
こ
ど
も
未
来
課
」
新
設

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
設
置
が

間
に
合
う
か
。
利
用
開
始

の
目
途
は
。

市
長　

設
置
は
令
和
４
年

10
月
に
間
に
合
わ
せ
た
い
。

福
祉
事
務
所
長　

利
用
開
始

は
、
令
和
５
年
４
月
か
ら

を
目
指
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
広
報

問

地
方
自
治
体
に
お
い

て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
は
、
お

金
を
か
け
ず
に
で
き
る
広

報
の
実
現
に
お
い
て
重
要

で
は
な
い
か
。

市
長　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
普
及
に
よ
り
、
手
軽
に

情
報
を
取
得
で
き
る
Ｓ
Ｎ

Ｓ
は
利
用
率
も
高
く
、
効

果
的
な
情
報
伝
達
ツ
ー
ル

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、
本
市
で
は
現
時
点
で

は
分
析
な
ど
の
活
用
面
が

不
足
し
て
い
る
。

問

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
市
や
県
内
外
に

向
け
て
、
観
光
や
農
業
振

興
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
認

知
度
の
向
上
な
ど
に
今
以

上
の
効
果
が
見
込
め
る
と

思
う
が
。

企
画
課
長　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利

用
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戦
略
に
つ
い
て
、
年
代
や

性
別
な
ど
が
細
か
く
分
析

で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た

の
で
、
今
後
は
利
用
し
な

が
ら
戦
略
を
練
っ
て
い
く
。

曽於市の公式ラインの
アカウント

問

特
に
ラ
イ
ン
は
、
幅

広
い
年
代
に
多
く
利
用
さ

れ
、
聴
覚
障
が
い
の
方
や

耳
の
聞
こ
え
づ
ら
い
方
、

職
場
で
通
知
だ
け
は
確
認

で
き
る
方
な
ど
へ
向
け
て
、

防
災
ラ
ジ
オ
代
わ
り
に
も

な
る
の
で
は
な
い
か
。

企
画
課
長　

文
字
で
確
認

で
き
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活

用
を
検
討
し
て
い
く
。

ちょっとひとりごと

子育てしやすい
情報が届きやすい
SOO Good City !

11 ☆一般質問の掲載内容は、登壇議員本人の文責により質問と答弁を要約したものです。
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サツマイモ基腐病の
市の対策は
市長／市単独補助として、10a当たり

3,000円を助成する。
今今
いまいま

鶴鶴
づるづる

　治治
はるはる

信信
のぶのぶ

（創志会）（創志会）
一般質問の様子

ちょっとひとりごと

サツマイモ基腐病は総合
的な対策が必要 !

問

国
の
か
ん
し
ょ
重
要

病
害
虫
被
害
対
策
事
業
の

機
械
助
成
に
消
毒
剤
散
布

ド
ロ
ー
ン
は
対
象
に
で
き

な
い
か
。

市
長　

今
後
対
象
に
な
る

よ
う
に
国
に
要
望
す
る
。

問

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病

対
策
と
し
て
有
機
質
に
よ

る
土
作
り
が
有
効
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、財
部
町・

大
隅
町
に
簡
易
な
堆
肥
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し
、
か
ん

し
ょ
農
家
等
に
安
く
堆
肥

を
提
供
す
る
考
え
は
な
い

か
。

市
長　

今
後
、
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

市
道
・
農
道
の

排
水
処
理

問

市
道
・
農
道
の
未
整

備
排
水
溝
の
災
害
箇
所
は

把
握
し
て
い
る
か
。

市
長　

機
械
導
入
時
に
補

助
金
が
無
か
っ
た
こ
と
が
、

影
響
し
て
い
る
。

問

農
業
公
社
の
設
立
の

目
的
は
、
新
規
作
物
導
入

の
初
期
投
資
の
軽
減
や
農

作
業
の
軽
減
化
で
あ
る
と

思
う
が
、
よ
り
実
情
に
合

わ
せ
た
料
金
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

大
休
寺
副
市
長　

今
後
、

理
事
会
で
検
討
す
る
。

問

理
事
会
に
畜
産
農

家・園
芸
農
家
代
表
に
入
っ

て
も
ら
い
作
業
料
金
を
決

定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

大
休
寺
副
市
長　

今
後
、

検
討
す
る
。

市
長　

市
道
に
つ
い
て
は
、

末
吉
町
見
帰
・
坂
元
線
の

仮
屋
付
近
で
排
水
先
箇
所

が
崩
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。
現
在
測
量

の
作
業
に
入
る
準
備
が
で

き
、
来
年
度
工
事
に
向
け

作
業
を
進
め
て
い
る
。
大

隅
町
平
木
・
伊
屋
松
線
に

お
い
て
は
現
在
工
事
を
実

施
中
で
あ
る
。

農
業
公
社

問

農
業
公
社
の
農
作
業

料
金
の
設
定
の
基
準
は
。

市
長　

農
業
委
員
会
が
、

毎
年
出
し
て
い
る
農
作
業

別
標
準
賃
金
表
を
参
考
に

し
て
い
る
。

問

志
布
志
市
、
大
崎
町

と
比
較
し
て
か
な
り
料
金

が
高
い
作
業
が
あ
る
。
特

に
そ
ば
・
大
豆
収
穫
作
業

料
金
等
で
あ
る
。

（円）

曽於市 志布志市 大崎町

ロータリ
（田・畑 10a） 4,000

大型機械 3,400
（田）4,000～4,500
（畑）4,000～中型機械 3,600

小型機械 4,000

プラウ
（10a） 4,500 4,400 4,000

プラソイラー
（10a） 3,500 2,400 3,000

ロールラップ 3,500
（1 ｍ） 2,320 2,500～3,500

（1 ｍ× 1ｍ）

土壌消毒
（テロン 1缶） 3,000 2,200 2,200

マルチ
（1本 400 ｍ） 2,500 2,400 5,500

同時マルチ
（1本 400 ｍ） 6,250 8,000 7,000～8,000

田植え
（10a） 6,500 6,000 5,500～6,000

コンバイン
（10a） 15,000 13,000～15,000 15,000～

甘しょつる切り
（10a） 5,000 4,230 4,000～5,000

そば・大豆収穫
（10a） 7,500 5,500 5,500

覆土ロータリ
（10a） 3,000 2,000

近隣の作業単価表
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渕渕
ふちふち

合合
あいあい

　昌昌
まさまさ

昭昭
あきあき

（創志会）（創志会）

サツマイモ基腐病の
対策は

市長／農薬資材の一部助成として10a
当たり 3,000円を助成する。

一般質問の様子

問　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病

の
本
市
の
被
害
状
況
は
。

市
長

11
月
時
点
で
の
被

害
状
況
は
、
１
１
４
０
ha

の
う
ち
被
害
な
し
が
９
％

で
１
０
３
ha
、
被
害
率
２

割
未
満
が
61
％
で
６
９
５

ha
、
被
害
率
２
割
〜
４
割

未
満
が
20
％
で
２
２
８

ha
、
被
害
率
４
割
以
上
が
、

10
％
で
１
１
４
ha
と
な
っ

て
い
る
。

　

被
害
面
積
は
１
０
３
７

ha
で
約
２
億
８
９
８
０
万

円
で
あ
る
。

問

基
腐
病
の
対
策
は
。

市
長　

対
策
と
し
て
、
令

和
２
年
度
に
「
大
隅
地
域

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
」

が
発
足
し
、
主
な
取
組
と

し
て
は
、
輪
作
体
系
実
証
、

冬
季
た
ん
す
い
実
証
、
早

堀
後
の
分
解
促
進
実
証
、

品
種
比
較
実
証
、
防
除
実

証
、
種
芋
の
蒸
熱
消
毒
実

験
を
実
施
し
て
い
る
。

健
康
診
断

問

健
康
診
断
受
診
率
の

過
去
３
年
の
現
状
は
。

市
長　

国
民
健
康
保
険
加

入
者
の
特
定
健
診
の
受
診

率
は
、
平
成
30
年
度
50
・

５
％
、
令
和
元
年
度
50
・

８
％
、
令
和
２
年
度
43
％

で
あ
る
。

　

後
期
高
齢
者
の
長
寿
健

診
の
受
診
率
は
、
平
成
30

年
度
42
・
１
％
、
令
和
元

年
度
50
・
５
％
、
令
和
２

年
度
47
・
５
％
で
あ
る
。

問

後
期
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
健
康
診
断
が
中
止

さ
れ
た
要
因
は
何
か
。

市
長　

本
年
の
集
団
健
診

は
４
月
か
ら
５
月
に
か
け

て
計
画
し
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
伴
い
延
期
さ

れ
、
８
月
20
日
か
ら
９
月

30
日
迄
「
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
」
が
適
用
さ
れ

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
集
団
健
康
診
断
を
中

止
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税

問　
ふ
る
さ
と
納
税
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
は
無
か
っ
た
か
。

市
長　

国
が
全
国
に
緊
急

事
態
宣
言
を
発
出
し
、
外

出
自
粛
や
テ
レ
ワ
ー
ク
の

推
進
も
あ
り
、
令
和
２
年

度
は
寄
附
額
が
伸
び
た
。

今
年
度
は
２
年
間
続
く
コ

ロ
ナ
禍
で
の
収
入
減
少
な

ど
か
ら
寄
附
額
の
減
少
が

み
ら
れ
る
。

問

年
末
に
な
る
と
、ふ
る

さ
と
納
税
額
が
増
え
て
く

る
が
現
在
ま
で
の
状
況
は
。

市
長

12
月
７
日
時
点
で

約
10
億
２
０
８
３
万
円
で

あ
る
。

ちょっとひとりごと

サツマイモ基腐病、生産
農家に１日でも早い

解決策を

13 ☆一般質問の質問時間は、答弁を含まず 50 分以内です。
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曽於市の
経済成長率は？
市長／平成30年度が4.9％増加となって

いる。
山山
やまやま

中中
なかなか

　雅雅
まさまさ

人人
とと

（れいわ会）（れいわ会）
一般質問の様子

ちょっとひとりごと

曽於市の経済成長率、
他の市と比べても良い
方なんですよ！

問

曽
於
市
の
過
去
10
年

間
の
経
済
成
長
率
に
つ
い

て
は
。

市
長　

平
成
30
年
で
４
・

９
％
の
増
加
、
29
年
度
で

０
・
２
％
の
減
少
。

問

本
市
の
経
済
成
長
率

は
悪
く
な
い
が
、
雇
用
と

賃
金
に
結
び
つ
か
な
い
原

因
は
。

市
長　

畜
産
を
通
じ
た
農

業
の
町
で
あ
る
が
、
商
工

業
に
も
力
を
入
れ
る
。

問

賃
金
目
標
や
目
標
経

済
成
長
率
を
市
の
戦
略
に

組
み
込
め
な
い
の
か
。

市
長　

こ
れ
ま
で
に
な

か
っ
た
視
点
で
あ
り
、
一

定
の
目
標
値
は
重
要
な
の

で
、
市
の
あ
り
方
も
見
直

し
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
ま

ご
こ
ろ
曽
於
市
お
届
け
便

問

な
ぜ
曽
於
市
外
の
限

定
で
、
１
万
円
の
商
品
を

送
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

市
長　

曽
於
市
の
特
産
品

の
認
知
度
ア
ッ
プ
の
た
め

実
施
し
た
。

問

そ
れ
な
ら
ば
、
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
を
対
象

に
す
べ
き
で
は
。

市
長　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で

道
の
駅
に
対
す
る
支
援
策

の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
。

問

来
年
も
実
施
す
る

の
か
。

市
長　

来
年
度
の
計
画
は

現
時
点
で
は
白
紙
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

問

本
市
の
青
少
年
向
け

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

状
況
は
。

教
育
長　

既
存
の
施
設
は

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
の

ア
ー
バ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
に

対
応
で
き
て
い
な
い
。

問

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の

練
習
場
を
求
め
る
声
も
多

い
。
都
城
市
の
川
の
駅
公

園
の
よ
う
な
青
少
年
に
安

全
に
使
え
る
施
設
を
作
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

や
ご
ろ
う
の
里
公

園
な
ど
、
曽
於
市
全
体
を

見
な
が
ら
ア
ー
バ
ン
・
ス

ポ
ー
ツ
の
施
設
と
し
て
適

切
な
場
所
を
選
定
し
て
い

く
。

市外限定で一万円の商品を税金でプレゼントする必要
があるのか？

末吉総合センターの駐車場。ス
ケートボードの練習をしている
若者もいる。
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岩岩
いわみずいわみず

水水　豊豊
ゆたかゆたか

（新生会）（新生会）

令和４年度予算編成に
ついて

市長／昨年の９７％以内。 一般質問の様子

問

基
本
方
針
は
。

市
長　

令
和
３
年
度
予
算

に
引
き
続
き
市
民
に
や
さ

し
い
市
政
運
営
他
４
項
目

に
基
づ
く
予
算
編
成
を
し

て
い
く
。

問

歳
出
削
減
計
画
の
考

え
が
あ
る
か
。

市
長　

健
全
財
政
を
基
本

に
、「
最
小
の
経
費
で
最

大
の
効
果
」
が
達
成
で
き

る
予
算
と
な
る
よ
う
、
徹

底
し
た
コ
ス
ト
削
減
や
事

務
事
業
の
見
直
し
等
を
行

う
と
と
も
に
、
昨
年
に
引

き
続
き
一
般
財
源
を
97
％

以
内
と
指
示
し
て
い
る
。

問

大
型
事
業
の
財
源
確

保
は
見
込
め
る
か
。
南
九

州
畜
産
獣
医
学
拠
点
事
業

の
財
源
は
。

市
長　

国
の
地
方
創
生
拠

点
整
備
交
付
金
の
活
用

を
考
え
て
い
る
。
総
額

22
億
円
の
う
ち
、
19
億

円
が
採
択
の
見
通
し
で

あ
る
。
市
の
負
担
は
、

４
億
７
０
０
０
万
円
に
な

る
。

問

こ
の
施
設
の
運
営
費

が
、
将
来
大
き
な
負
担
に

な
ら
な
い
か
。

市
長　

こ
の
事
業
は
、
国

が
す
べ
き
事
業
で
も
あ
る

と
考
え
て
い
る
の
で
、
今

後
、
県
・
国
に
要
望
し
て

い
く
。

問

令
和
２
年
度
・
３
年

度
の
事
業
の
精
査
を
し
て

４
年
度
に
生
か
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長　

現
在
の
時
点
で
は
、

精
査
は
済
ん
で
い
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

採
用
・
待
遇
は

問

来
年
度
の
採
用
予
定

は
。

市
長　

年
間
を
通
じ
て

１
９
０
人
程
度
を
考
え
て

い
る
。

問

会
計
年
度
任
用
職
員

の
待
遇
改
善
は
図
れ
た
か
。

市
長　

報
酬
の
水
準
・
休

暇
制
度
・
働
き
方
の
選
択

の
３
つ
の
面
で
改
善
さ
れ

た
と
考
え
る
。

問

現
在
の
採
用
状
況
は
。

市
長　

２
２
８
人
を
任
用

（
採
用
）
し
て
い
る
。

　

資
格
が
必
要
な
会
計
年

度
任
用
職
員
は
23
人
。

　

専
門
技
能
が
必
要
な
職

員
は
24
人
で
あ
る
。

ちょっとひとりごと

健全な財政運営を要望

15 ☆曽於市議会ではインターネットによるライブ中継や録画放送を行っています。
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T
EL：
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0986 - 76 - 8901
E
メ
ー
ル
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gikai@

city.soo.lg.jp

夢夢チャレンジチャレンジ
豊永さんは大隅町出身。19歳で大工見習いとして
大崎町の会社に入社し結婚を機に末吉町に移住され
ました。
現在38歳で３人の子宝に恵まれ、昨年独立を決意
し19年勤めた会社を退社。今年から建設業として独
立起業されました。以前の会社で大工としてさまざ
まな現場で得た経験値はもとより、家具作りや国家
資格取得にも積極的に取り組み、それぞれの知識・
技術を生かしながら、地元曽於市の地域発展、顧客
満足に応えていきたいと想いを語っていただきまし
た。

（出水）

表
紙
に
よ
せ
て

本
来
な
ら
ば
、
昨
年
成
人
式

を
迎
え
る
予
定
だ
っ
た
成
人
の

み
な
さ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
延
期
・
中
止
に
…
。
そ
れ

で
も
成
人
式
を
し
た
い
と
、
新

実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て

一
か
ら
参
加
者
を
募
っ
た
り
、

企
画
を
練
っ
た
り
。

そ
ん
な
行
動
力
の
あ
る
実
行

委
員
会
の
話
を
聞
い
て
、
胸
が

熱
く
な
り
、
ま
た
曽
於
市
の
未

来
も
明
る
く
な
る
と
実
感
し
ま

し
た
。
一
年
遅
く
な
り
ま
し
た

が
、
成
人
お
め
で
と
う
！（

矢
上
）

任
期
満
了
に
伴
い
、
選
挙

後
初
め
て
の
議
会
が
新
人
５

人
を
迎
え
、
定
数
20
人
で
12

月
１
日
に
開
会
し
、
議
会
構

成
も
決
ま
り
、
22
日
に
閉
会

し
ま
し
た
。

多
く
の
皆
様
か
ら
選
挙
で

選
ん
で
い
た
だ
き
、
代
弁
者

と
し
て
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

信
頼
を
し
て
く
だ
さ
る
市

民
の
相
談
・
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
９
名
の
議
員
が
、
二

つ
の
目
、目
標
・
目
的
を
持
っ

て
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。

広
報
委
員
会
も
新
構
成
で

新
し
い
紙
面
作
り
が
で
き
る

よ
う
、
皆
ん
な
で
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
対
策
を
と
り
、
幸
多

き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈

念
し
ま
す
。

（
鈴
木
）

私
た
ち
が
作
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
ご
意
見
を

　
　
　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

豊永 雄二さん・聖子さん
煌
こう
志
し
郎
ろう
くん・修

しゅう
二
じ
郎
ろう
くん・紫

し
月
づき
ちゃん

委
員
長　
鈴　

木　

栄　

一

副
委
員
長　
瀬
戸
口　

恵　

理

委　
　
員　
山　

中　

雅　

人

　

〃　
　

出　

水　

優　

樹

　

〃　
　

矢　

上　

弘　

幸

　

〃　
　

片　

田　

洋　

志

発
行
責
任
者　
　

議　
　
長　
久　

長　

登
良
男 撮影時のみマスクを外しております。

大隅地区
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